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皆さん、テレビや広告などを通して「ジェネリック医薬品」という言葉を一
度は見聞きしたことがあるのではないでしょうか。このジェネリック医薬品は、
先発医薬品（新薬）と同じ有効成分を使用した医薬品であり、価格が先発医薬
品の４～７割程度と安価であることが特徴です。しかしながら、ジェネリック
医薬品は安価であるが故に、「品質が劣るのではないか」や「安全性に問題が
あるのではないか」といったマイナスイメージを抱かれやすく、しばしば患者
さんに敬遠されてしまうことがあります。

しかし、実際のところ、ジェネリック医薬品と新薬の効果は同等であり、品
質や安全性に明らかな違いはありません。では、ジェネリック医薬品はなぜ安
価なのでしょう? そのカラクリは開発費にあります。先発医薬品を発売する
までには莫大な開発費が投入されることになりますので、その開発費を加味し
て価格設定が行われます。一方、ジェネリック医薬品は特許期間が過ぎた先発
医薬品と同じ有効成分を利用して開発するため、その分開発

費も少なく済み、価格も抑えられるわけです。

現在のところ、ジェネリック医薬品であることを原因と
する重大な健康被害の報告は見受けられませんので、安心
してもらって大丈夫でしょう。それでも不安な場合は、
オーソライズド・ジェネリック医薬品（先発医薬品そのもの
をジェネリックとして発売した医薬品）というものもありま
すので、かかりつけ薬局で相談してみてください。
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